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不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
闇
す
る
輔
考
察

一
四

（
二
七
四
）

不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
（
一
）

中

谷

理

子

321　21
序
論

ま
え
が
き

問
題
の
所
在

不
作
爲
の
意
義

刑
怯
に
お
け
る
作
爲
と
不
作
爲
と
の
露
別

藷
他
の
渋
領
域
に
お
け
る
作
儒
と
不
作
爲
と
の
同
一
観

眞
正
不
作
爲
犯
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
用
語
飼

三
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
の
既
在
場
所
に

　關する

學
論
史
の
紫
描

1
　
因
果
顧
係
設

2
　
違
怯
梶
説

3
構
虞
要
樽
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欝
榛
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4
　
賓
質
的
獲
飼
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（
来
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
1
　
さ
き
に
、
私
は
拙
稿
“
期
待
可
能
性
の
理
論
に
關
す
る
一
考
察
”
に
お
い
て
、
現
在
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
、
期
待
不
可
能
性
G
β
昌
鷺
ロ
壁

げ
胃
冨
詳
か
、
過
失
犯
に
つ
い
て
一
般
的
責
任
阻
却
事
由
と
認
め
ら
れ
な
が
ら
、
故
意
犯
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
を

　
　
　
一
2
）

指
摘
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
諸
論
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
目
的
的
行
爲
論
ご
δ
旨
匙
Φ
＝
導
色
虞
昌
盤
δ
訂
o
の
提
唱
者
で
あ
る
ウ
ェ

ル
ツ
ェ
ル
が
、
一
慮
通
論
同
様
故
意
犯
に
つ
い
て
は
期
待
不
可
能
性
を
理
由
と
す
る
一
般
的
責
任
阻
却
を
否
定
し
な
が
ら
、
故
意
犯
の
中
で
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
（
4
）

く
に
不
作
爲
犯
の
場
合
を
匝
別
し
て
、
そ
の
場
合
に
は
、
期
待
不
可
能
性
と
い
う
責
任
阻
却
事
由
を
一
般
的
に
認
め
て
い
る
黙
に
注
意
が
惹
か
れ



ハ
ロ
も
た
。
，
こ
れ
に
封
し
て
、
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
で
イ
ヤ
：
は
、
從
來
黄
任
要
素
乃
至
は
資
任
阻
却
事
由
と
解
せ
ら
れ
て
き
た
期
待
不
可
能
性
を
ば
、
購
成

要
件
の
解
縄
に
際
し
て
，
と
く
に
過
失
犯
（
過
失
犯
の
場
合
は
特
別
な
違
法
性
阻
却
事
由
と
解
ず
る
）
及
び
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
場
合
に
考
慮
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

べ
き
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ウ
ェ
ル
ッ
ェ
ル
と
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
と
は
期
待
可
能
性
の
理
解
の
し
方
、
観
系
的
位
優
づ
け

の
黙
で
根
本
的
に
異
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
雨
者
と
も
、
期
待
可
能
性
の
理
論
の
作
用
す
る
範
園
を
法
律
上
規
定
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
は
原

則
と
し
て
通
失
犯
の
範
園
に
限
定
し
な
が
ら
、
例
外
と
し
て
故
意
の
不
作
爲
犯
乃
至
は
不
翼
正
不
作
爲
犯
に
つ
い
て
と
く
に
積
極
に
解
し
．
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

に
瞬
蓮
し
て
更
に
故
意
の
不
作
爲
犯
と
過
失
犯
と
の
併
行
性
を
指
摘
す
る
に
至
つ
て
い
る
。
こ
の
黙
に
つ
き
私
は
前
稿
執
筆
嘗
時
工
ー
ラ
：
の
示

　（8

）

唆
に
導
か
れ
な
が
ら
、
本
來
過
失
概
念
が
故
意
概
念
に
比
べ
て
よ
り
一
騰
規
範
的
な
概
念
で
あ
る
こ
と
（
と
い
う
の
は
、
邊
失
犯
の
場
合
に
は
な
る
ほ

ど
現
實
的
な
作
鴬
に
人
格
的
非
難
が
向
け
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
非
難
の
基
礎
は
行
爲
者
に
と
つ
て
結
果
登
生
の
認
識
が
可
能
で
あ
り
か
つ
こ
れ
を
認
識
し
た

な
ら
ば
結
果
の
嚢
生
を
避
け
得
た
に
も
拘
ら
ず
、
行
爲
者
・
か
不
注
憲
に
も
こ
れ
を
豫
見
せ
ず
に
行
爲
に
出
た
と
い
う
鮎
に
あ
る
。
つ
ま
り
現
賓
的
な
行
錫
そ
の
も
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
ら

現
實
的
な
認
識
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
そ
の
行
爲
の
背
後
に
あ
る
も
の
、
現
賓
に
は
存
在
し
な
い
が
、
し
か
し
あ
る
べ
き
認
識
を
無
債
の
封
象
と
す
る
鮎
で
故
憲
嶽
念

よ
り
も
一
層
規
範
的
だ
と
云
い
う
る
と
い
～
意
味
で
あ
る
）
、
從
つ
て
規
範
的
な
責
任
要
素
と
し
て
の
期
待
可
能
性
は
む
し
ろ
遇
失
の
概
念
要
素
と
し
て

理
解
し
う
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
規
範
性
を
根
擦
づ
け
る
も
の
は
い
わ
ゆ
る
注
意
義
務
違
反
（
こ
れ
も
一
種
の
作
爲
義
務
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち

り
、
他
方
不
作
爲
犯
の
場
合
に
も
現
實
に
は
存
在
し
な
い
あ
る
べ
き
行
爲
（
一
定
の
館
期
待
せ
ら
れ
た
行
爲
”
）
と
の
關
蓮
で
講
法
上
の
評
償
が
向
け

ら
れ
る
瓢
及
び
行
爲
（
“
不
作
爲
）
の
違
法
性
の
實
質
が
作
爲
義
務
違
反
で
あ
る
と
い
う
黙
に
共
通
性
を
求
め
、
且
つ
そ
の
作
爲
義
務
の
限
界
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

期
待
可
能
性
の
理
論
を
も
つ
て
劃
す
る
も
の
と
い
う
意
味
に
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
思
え
ば
廼
失
犯
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
と
の

併
行
性
を
論
じ
た
の
は
何
も
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
や
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
を
も
つ
て
鵬
矢
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
ヤ
ー
メ
ス
・
ゴ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
認
識
な
き
過
失
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
と
を
そ
の
二
重
の
義
務
違
反
性
に
着
目
し
て
併
行
的
に
取
扱
つ
た
こ
と
は
有
名
な
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

あ
り
、
更
に
エ
ベ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
れ
を
認
識
あ
る
過
失
に
ま
で
及
ぼ
し
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
同
様
の
取
扱
い
は
、
ド
イ
ッ
に

　
　
　
　
不
眞
正
不
作
錫
犯
の
問
題
佐
に
鯛
す
る
一
考
豪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
（
二
七
王
）



　
　
　
下
眞
疋
下
作
露
犯
の
問
題
佳
に
露
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
　
　
（
二
七
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甥
）

お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
國
に
お
い
て
も
相
當
数
の
學
者
に
よ
つ
て
さ
ま
ざ
ま
に
試
み
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
法
學
研
究
第
二
七
巻
第
一
一
ー
二
一
號
。

　
（
2
）
　
前
掲
拙
稿
、
法
學
研
究
第
二
七
巻
第
一
一
號
四
七
頁
以
下
、
と
く
に
六
三
、
四
頁
。

　
　
（
3
）
属
●
≦
o
一
邑
」
》
器
畠
窪
罐
畠
o
o
o
酔
旨
沖
o
魯
㊥
田
3
。
覧
富
目
馨
一
器
ぎ
ご
胃
。
。
琶
一
巨
箏
。
。
。
＞
島
‘
6
罫
幹
旨
一
二
蓉
｛
●
嚇
9
診
騨
婦

　
　
お
霧
｝
oo
●
一
匙
ヨ
一
誤
●

　
　
（
4
）
　
尤
も
ウ
呂
ル
ツ
呂
ル
も
當
初
に
お
い
て
は
、
期
待
不
可
能
性
を
違
法
性
阻
却
事
由
と
し
て
短
系
づ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
〈
筑
一
・
島
O
馨
ぎ
0
・
ご
器

　
　
島
①
β
駿
o
サ
o
o陰
訂
斜
ヰ
o
o
ザ
0
ぎ
胆
o
貯
o
b
O
円
霜
づ
島
注
瞬
o
P
ド
＞
g
自
こ
距
O
、
幹
9
。

　
　
（
5
）
　
前
掲
拙
稿
、
法
學
研
究
第
二
七
巻
第
一
一
號
五
二
頁
。

　
　
（
6
）
　
缶
・
竃
曽
気
o
J
の
需
霞
3
畠
“
＞
＝
魑
ヨ
①
ぎ
霞
膚
o
一
一
レ
霧
o
o
鴇
幹
昌
O
レ
自
レ
8
暁
●
鰯
曽
O
．
侮
前
揚
拙
稿
荘
（
砺
）
は
本
交
に
從
つ
て
一
部
訂
正
す
る
。

　
　
（
7
）
　
ミ
o
置
①
ご
oo
需
9
守
o
o
ザ
y
9
卜
信
艶
こ
oo
．
醤
ド
一
謡
二
匡
●
竃
m
『
①
ン
鉾
鉾
O
こ
の
．
一
器
。

　
　
（
8
）
　
く
o
q
一
●
O
●
O
①
議
①
5
ご
纏
旨
麟
＄
ユ
色
ご
O
o
げ
曽
犀
島
9
凹
霞
既
富
魯
集
魯
o
目
閣
㊦
畠
富
－
鶴
且
緊
窪
o
客
欝
o
肖
ヨ
o
P
竪
3
冨
o
ぼ
一
津
｛
窪
≦
・

　
　
m
m
譜
o
“
一
㊤
お
層
幹
撃
O
●

　
　
（
9
）
　
前
掲
拙
稿
、
法
學
研
究
第
二
七
巻
第
一
一
號
六
四
頁
。

　
　
（
m
）
　
匂
●
Ω
o
一
駐
o
げ
目
隷
甘
ご
o
H
Z
o
毬
富
5
島
噂
国
巨
ぎ
げ
9
“
℃
肖
o
乞
g
β
葡
一
置
o
o
糟
oo
．
一
“
．

　
　
（
五
）
　
＝
器
θ
由
げ
B
箆
“
■
o
ぼ
げ
G
魯
“
o
ロ
3
錫
富
畠
o
圓
oo
酔
旨
訣
0
9
ダ
》
一
一
窟
ヨ
①
甘
窪
弓
㊦
鮮
霧
・
＞
‘
塗
こ
お
認
鳩
oo
◎
蒙
占
噛
）
鐸
糞
・
9

　
　
（
皿
）
　
例
え
ば
ト
●
O
円
鑑
闘
β
H
δ
一
5
m
噂
U
窪
＞
β
騰
び
m
G
山
霞
く
角
げ
3
魯
o
匿
一
〇
訂
9
戯
．
〉
β
臨
こ
お
印
9
00
。
欝
噂
経
嚇
≦
。
望
錫
o
ツ
〉
峯
鯨
6
ヨ
①
葺
O

　
　
　
OO
駐
β
ぼ
零
サ
誌
一
〇
げ
嘱
P
国
ぼ
O
ざ
げ
肖
げ
彊
O
ザ
臼
鯵
器
簡
管
ご
”
崔
8
昌
信
5
箏
O
o
・
》
且
ゴ
髪
℃
幹
一
蓉
●
わ
が
國
で
は
瀧
川
幸
辰
、
犯
罪
諭
序
説
コ
ニ
八
頁
。

　
2
　
又
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
お
け
る
作
爲
義
務
の
限
界
も
（
過
失
犯
に
お
け
る
注
意
義
務
の
限
界
同
様
）
期
待
可
能
性
に
よ
っ
て
劃
さ
れ
る
と

解
す
る
見
解
は
、
す
で
に
マ
ッ
ク
ス
・
グ
リ
轟
ー
ソ
フ
ー
ト
に
よ
つ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
．
い
る
。
帥
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
“
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
は

積
極
的
な
構
成
要
件
實
現
の
違
法
徴
表
の
作
用
β
目
0
9
滋
冒
象
臥
o
窄
且
o
毒
ぼ
ざ
”
閃
が
な
い
か
ら
、
そ
の
違
法
性
の
た
め
に
は
、
行
爲
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

あ
き
ら
か
に
、
作
爲
義
務
が
あ
つ
た
と
い
う
濁
立
の
謹
明
が
必
要
で
あ
つ
て
、
そ
の
義
務
の
限
界
は
期
待
可
能
性
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
”
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
に
三
に
お
い
て
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
現
在
の
有
力
な
読
（
ド
イ
ッ
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
國
に
お
い



て
も
）
に
よ
れ
ば
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
は
、
本
質
的
に
は
構
成
要
件
該
菅
機
の
問
題
で
あ
り
、
作
爲
義
務
の
問
題
は
も
と
よ
り
、
そ
の
限

界
を
劃
す
る
作
爲
可
能
性
の
問
題
も
亦
當
然
に
溝
成
要
件
該
嘗
性
の
解
輝
の
間
題
i
も
し
構
炭
要
件
を
メ
ツ
ガ
ー
等
の
新
構
成
要
件
理
論
に
從

つ
て
違
法
性
の
存
在
根
擦
（
嶋
魯
ざ
＄
3
民
凶
）
と
解
し
、
刑
法
理
論
の
饅
系
を
行
爲
・
構
成
要
件
”
違
法
性
・
責
任
の
形
に
短
系
づ
け
る
立
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

は
結
局
違
法
性
の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
こ
乏
に
な
る
の
で
あ
る
が
ー
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
黙
に
闘
し
て
は
ウ
ェ
ル
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
）

ニ
ル
等
も
何
ら
異
読
を
唱
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
期
待
不
可
能
性
を
以
て
構
成
嬰
件
の
解

繹
の
問
題
と
解
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
責
任
要
素
乃
至
は
責
任
阻
却
事
由
と
解
す
る
從
來
の
設
と
は
明
ら
か
に
颪
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

か
ら
別
論
と
し
て
、
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
の
場
合
に
は
果
し
て
グ
リ
呂
ー
ン
フ
ー
ト
の
い
う
よ
う
に
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
義
務
の
限
界
を
責
任
阻
却
事

由
と
し
て
の
期
待
可
能
性
を
以
て
劃
す
る
と
い
う
意
味
に
解
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
明
示
的
な
救
蓮
が
な
い
だ
け
に
や
や
問
題
と
さ

れ
る
。
何
と
な
れ
ば
從
來
試
み
ら
れ
た
二
重
の
義
務
違
反
の
故
に
過
失
犯
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
と
を
パ
ラ
レ
ル
に
論
じ
る
と
い
う
こ
と
と
、
鋤
失

に
お
け
る
注
意
の
可
能
性
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
お
け
る
作
爲
の
可
能
性
と
を
等
し
く
期
待
可
能
性
に
お
け
る
可
能
性
と
同
一
義
に
解
す
る
と
い

う
こ
と
と
の
間
に
は
必
ら
ず
し
も
論
理
的
必
然
性
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
、
從
つ
て
た
と
え
前
者
の
正
當
性
が
論
謎
さ
れ
た
か

ら
と
云
つ
て
直
ち
に
後
者
の
正
嘗
性
の
確
讃
が
與
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
爾
者
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
脚
題
な

の
で
あ
る
。
そ
し
て
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
に
つ
い
　
泌
る
な
ら
ば
、
彼
は
“
不
作
爲
の
存
在
論
的
構
造
”
に
闘
し
て
“
潜
在
的
（
可
能
な
）
目
的
性
”

　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
照
）

（
宕
審
ロ
寓
色
Φ
国
甘
畳
蕪
蔚
）
と
か
“
可
能
な
意
思
活
動
”
（
ヨ
α
讐
3
3
≦
崔
①
肇
蓉
）
と
い
う
よ
う
な
言
葉
を
用
い
て
は
い
る
が
、
と
り
た
て
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
）

作
爲
の
可
能
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
詳
論
し
て
は
い
な
い
。
た
だ
職
後
の
文
献
の
中
で
は
わ
ず
か
に
ヘ
ル
ム
：
ト
・
フ
ォ
ン
・
ウ
ェ
ー
パ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ
レ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン
ホ
ン

過
失
犯
に
關
蓮
し
て
で
は
あ
る
が
、
當
爲
の
問
題
と
可
能
の
問
題
と
を
封
置
し
て
”
可
能
の
問
題
は
饅
系
上
鱗
責
N
謹
8
げ
昌
β
躍
の
理
論
に
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

す
る
”
と
読
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
叉
註
（
羅
）
に
も
指
摘
し
た
通
り
、
作
爲
の
可
能
性
を
期
待
可
能
性
の
可
能
性
と
同
一
義

に
解
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
責
任
阻
却
と
し
て
で
は
な
し
に
違
法
性
阻
却
乃
至
は
構
成
要
件
該
嘗
性
阻
却
と
解
す
る
の
は
ア
ド
ル
フ
・
シ
ェ
ー
ン
ケ

　
　
　
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
閥
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
（
二
七
七
）



　
　
　
不
眞
並
不
作
鴬
犯
の
問
題
悔
に
口
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
　
　
（
二
七
八
）

　
（
”
）

で
あ
る
。
こ
の
設
の
嘗
否
の
稔
討
は
後
に
譲
る
こ
と
と
す
る
が
、
，
作
爲
の
可
能
性
と
期
待
可
能
性
の
可
能
性
と
は
狽
立
の
も
の
と
し
て
解
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

が
少
く
と
も
從
來
の
多
数
読
な
の
で
あ
つ
て
、
不
作
爲
犯
の
研
究
に
つ
い
て
は
貴
重
な
貢
献
を
し
て
い
る
ザ
ウ
ア
ー
も
、
そ
の
最
近
の
箸
書
』

般
刑
法
理
論
”
の
中
で
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
作
爲
義
務
は
行
爲
者
に
行
爲
の
可
能
性
の
あ
る
場
合
に
限
つ
て
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
作
爲
義
務

の
限
界
に
つ
い
て
は
往
々
用
い
ら
れ
た
、
あ
ま
り
充
分
で
は
な
い
“
期
待
不
可
能
性
”
と
い
う
標
準
に
立
ち
か
え
る
必
要
は
な
く
、
“
そ
の
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
a
）

づ
け
は
違
法
性
の
領
域
に
存
す
る
の
で
あ
つ
て
（
し
ぱ
し
ば
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
）
責
任
の
領
域
に
存
す
る
の
で
は
な
い
”
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
見
解
こ
そ
が
ド
イ
ッ
に
お
い
て
な
お
有
力
で
あ
り
、
叉
わ
が
國
に
お
い
て
も
夙
に
木
村
鶉
二
教
授
に
よ
つ
て
詳
細
に
論
誰
、
展
開
さ
れ

　
　
　
　
　
　
（
盤
）

た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

　
以
上
に
瞥
見
し
た
よ
う
に
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
闘
し
て
は
た
だ
”
作
爲
の
可
能
性
”
と
い
う
問
題
を
一
つ
と
り
あ
げ
た
だ
け
で
も
い
か
に
多

く
の
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
か
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
關
し
て
は
、
そ
も
そ
も
根
本
的
に
不
眞
正
不

作
爲
犯
の
問
題
の
設
定
を
犯
罪
論
中
い
か
な
る
部
分
に
お
い
て
展
開
す
べ
き
か
と
い
う
黙
、
作
爲
犯
又
は
眞
正
不
作
爲
犯
と
の
關
係
、
構
成
要
件

理
論
と
の
關
係
、
違
法
性
乃
至
は
責
任
と
の
關
係
、
作
爲
義
務
の
義
務
づ
け
の
根
擦
、
過
失
犯
と
の
併
行
性
の
間
題
等
爺
ぜ
ら
れ
る
べ
き
敷
多
く

の
問
題
黙
を
含
む
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
今
そ
の
全
般
に
わ
た
つ
て
こ
れ
を
詳
論
す
る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な
い
の
で
、
不
眞
正
不
作
爲

犯
と
同
じ
問
題
意
識
を
も
つ
過
失
犯
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
稿
を
更
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
主
と
し
て
作
爲
義
務

と
作
爲
可
能
性
の
問
題
を
中
心
と
し
て
考
察
し
、
そ
の
義
務
づ
け
の
根
擦
と
、
可
能
性
と
い
う
言
葉
の
も
つ
意
味
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、

併
せ
て
そ
の
誰
明
の
問
題
を
追
求
す
る
に
正
め
、
そ
の
他
の
間
題
瓢
に
つ
い
て
は
必
要
な
範
園
内
で
言
及
す
る
の
み
と
し
た
。

（
B
）
旨
鶴
O
急
旨
罫
o
H
o
目
窪
島
霊
暮
o
超
0
8
詩
麟
魯
曾
2
。
馨
導
富
孕
N
o
蓋
。
ビ
評
ま
H
o
q
①
⑩
弩
審
凹
訂
鑑
冨
魯
駐
三
皿
器
器
。
げ
織
卓

　
（
N
ω
酔
を
．
）
国
畠
．
日
（
お
讐
）
oo
．
＆
ド

（
払
）
　
例
え
ば
目
●
国
爵
o
ン
鉾
鉾
O
‘
ψ
H
口
由
引
≦
・
碗
”
蔭
o
H
℃
鉾
夢
O
‘
oo
・
昭
榊
ミ
o
ド
o
ど
の
書
暫
守
9
ザ
甘
ド
ト
β
鵠
‘
oo
・
膣
・
荷
、
》
・
の
魯
α
け
冒
9



民
o
日
目
Q
目
熔
胃
る
●
伽
β
自
‘
這
躍
噛
く
o
暮
o
目
●
く
F
o
o
．
8
。
が
こ
の
可
能
性
を
や
は
り
期
待
可
能
性
と
解
し
な
が
ら
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
ウ
ニ
ル
ツ
ェ
ル

　
の
教
科
書
第
二
版
の
違
法
性
阻
却
競
と
、
剣
例
の
構
成
要
件
該
當
性
阻
却
詮
と
を
併
せ
紹
介
し
て
い
ゐ
こ
と
は
極
め
て
示
唆
に
富
む
。
術
後
出
註
（
塀
）
容
照
。

（
茄
）
　
胡
o
甘
o
ど
の
霞
m
酔
o
o
耳
噂
㎝
．
伽
島
冷
り
の
●
嵩
O
。

（
猫
）
　
≦
O
冒
〇
一
・
鉾
伊
O
‘
9
一
罐
・
樹
、
ウ
呂
ル
ッ
呂
ル
が
初
期
に
お
い
て
は
過
失
犯
に
つ
い
て
潜
在
的
目
的
性
の
概
念
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
輿
味
深
く

　
考
え
併
せ
ら
れ
る
。
く
包
●
岳
話
①
ぎ
9
ω
訂
鑑
器
魯
ダ
ド
ト
β
臨
‘
OO
・
蕊
・
留
・

（
π
）
　
こ
の
場
合
そ
も
そ
も
限
界
を
劃
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
多
少
間
題
と
な
る
が
、
も
し
可
能
性
淋
な
け
れ
ば
作
爲
義
務
は
成
立
し
得
な
い
と
い
う
意
味

　
に
解
す
る
限
り
、
ウ
轟
ル
ツ
呂
ル
の
説
は
グ
リ
ュ
ー
ソ
フ
ー
ト
の
そ
れ
と
は
庭
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
彼
が
そ
の
犯
罪
論
構
造
の
圃
式
に
お
い

　
て
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
つ
き
作
爲
義
務
は
構
成
要
件
該
當
性
の
面
に
、
期
待
木
可
能
性
は
責
任
の
面
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
に

　
端
的
に
う
か
が
わ
れ
る
。
白
〇
一
8
ど
野
騨
O
‘
幹
際

（
B
）
．
国
●
＜
O
屡
薯
O
げ
O
昌
O
蓑
β
身
凶
器
畠
霊
号
ロ
宏
9
0
け
馨
鎚
守
0
9
静
ヌ
ド
ト
β
静
㍉
O
鵠
一
〇
〇
．
O
o
ヌ
こ
の
本
は
目
的
的
行
爲
論
の
陣
瞥
に
あ
つ
て
も
非

　
常
に
特
色
の
あ
る
、
か
つ
、
極
め
て
示
唆
に
富
む
著
書
で
あ
る
が
、
何
分
に
も
綾
述
が
あ
ま
り
に
も
簡
軍
す
ぎ
る
た
め
に
理
解
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の

　
問
題
に
つ
い
て
も
本
丈
の
よ
う
に
解
し
て
い
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
多
少
疑
問
が
あ
る
。

（
四
）
　
ぎ
げ
α
巳
お
｝
90
●
9
●
O
‘
ψ
砦
●

（
船
）
詮
一
●
留
器
“
匿
器
巴
農
♂
旨
島
響
号
宏
ゑ
“
勘
琶
二
霧
曽
§
一
器
・
9
箏
浮
鶴
旨
肉
婁
覧
u
9
零
ど
這
甑
。
と
●
8
罵
●

（
瓢
）
　
ロ
鎚
麟
o
ン
ト
目
騎
o
目
o
甘
o
醜
訂
既
肱
8
辟
珍
o
葺
9
00
●
訪
鍔
海
‘
お
㎝
㎝
、
¢
3
楠
．

（
羽
）
　
木
村
亀
二
、
不
作
爲
犯
に
於
け
る
作
爲
義
務
（
牧
野
教
授
還
暦
醜
賀
刑
事
論
集
七
一
頁
以
下
、
刑
法
解
繹
の
諸
問
題
第
一
巻
一
八
○
頁
以
下
）
。

二

　
1
　
私
達
は
積
極
的
に
行
動
に
よ
つ
て
自
己
の
内
心
的
意
思
を
實
現
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
自
己
の
意
思
を
實
現
し
、
貫
徹
す

る
た
め
に
は
必
ら
ず
し
も
積
極
的
な
行
動
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
定
の
動
作
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
（
不
作
爲
）
に
よ
つ
て
も
こ
れ
を

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
て
よ
き
現
實
を
悪
し
く
す
る
時
に
は
作
爲
犯
が
、
悪
し
き
現
實
を
よ
く
し
な
か
つ
た
時
に
は
不
作
爲
犯
が
成
立
す
る

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
作
爲
犯
（
禁
止
規
範
違
反
）
は
、
例
え
ば
、
A
が
B
を
撲
ち
殺
し
た
と
か
、
C
が
D
の
所
有
物
を
盗
ん
だ
と
か
い
5
よ
う

不
眞
距
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
闘
す
る
一
考
察

一
九

（
二
七
九
）



　
　
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
驕
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
　
　
（
二
八
0
）

に
、
通
常
は
積
極
的
な
行
爲
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
又
時
に
は
母
親
B
が
そ
の
子
に
食
物
を
與
え
ず
に
餓
死
さ
せ
た
と
い
う
よ
う
に

不
作
爲
に
よ
つ
て
も
亦
犯
さ
れ
う
る
（
不
眞
正
不
作
爲
犯
）
。
こ
れ
に
反
し
て
い
わ
ゆ
る
眞
正
不
作
爲
犯
の
場
合
、
例
え
ば
保
護
義
務
者
が
保
護
を
必

要
と
す
る
重
病
人
を
放
置
し
て
何
ら
看
護
し
な
い
と
い
う
こ
と
（
無
爲
“
不
作
爲
）
に
よ
つ
て
刑
法
第
二
一
八
條
後
段
の
罪
は
既
途
と
な
る
が
、
叉

こ
の
犯
罪
は
積
極
的
に
そ
の
重
病
人
か
ら
治
療
上
歓
く
こ
と
の
で
き
な
い
藥
を
と
り
あ
げ
て
之
を
康
棄
サ
る
と
い
う
作
爲
に
よ
つ
て
も
こ
れ
を
實

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
の
積
極
的
な
行
動
を
刑
法
的
評
贋
の
下
に
置
く
こ
と
の
是
非
に
よ
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
不
眞
正
作
爲
犯
な
る
も

の
を
認
め
る
か
ど
う
か
が
孚
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
と
も
か
く
も
以
上
の
よ
う
な
考
察
に
よ
つ
て
刑
法
上
の
作
爲
と
不
作
爲
と
は
行
爲
の
自
然

主
義
的
な
構
造
に
よ
つ
て
画
別
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
分
類
は
む
し
ろ
慣
値
到
断
に
よ
つ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。

　
2
　
と
も
あ
れ
、
刑
法
の
行
爲
論
に
お
い
て
は
身
髄
の
動
静
と
し
て
の
作
爲
と
不
作
爲
と
が
封
置
さ
れ
、
か
つ
そ
の
封
置
は
重
要
な
も
の
と
解

さ
れ
、
と
く
に
不
作
爲
犯
に
つ
い
て
は
凋
特
の
精
緻
な
理
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
爲
と
不

作
爲
と
の
麗
別
の
重
要
さ
は
し
か
し
、
諸
法
領
域
中
と
り
わ
け
刑
法
に
お
い
て
き
わ
だ
つ
た
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
私
法
領
域
に
お
い

て
は
契
約
の
違
反
は
現
實
的
な
行
爲
の
態
様
と
は
關
係
な
く
原
則
的
に
不
履
行
、
從
つ
て
不
作
爲
と
し
て
観
念
さ
れ
る
し
、
契
約
關
係
外
の
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

ゆ
る
不
法
行
爲
も
そ
の
法
的
効
果
が
現
に
襲
生
し
た
損
害
の
墳
補
、
分
捲
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
端
的
に
結
果
的
現
象
自
髄
に
蒲

目
さ
れ
る
し
、
叉
民
法
の
法
律
要
件
は
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
の
支
配
す
る
刑
法
の
各
本
條
の
特
別
構
成
要
件
程
嚴
密
に
類
型
化
さ
れ
て
い
な
い

か
ら
、
結
果
に
至
る
道
程
と
し
て
の
行
爲
の
態
様
は
む
し
ろ
ど
う
で
も
い
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
私
法
に
お
い
て
は
作
爲
と
不
作
爲
と
は
全
く
同

一
観
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
作
爲
と
か
不
作
爲
と
か
の
匝
別
を
認
め
る
こ
と
自
髄
實
釜
の
な
い
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
以

上
の
こ
と
は
叉
公
法
、
と
り
わ
け
行
政
法
の
領
域
に
お
，
い
て
も
要
當
す
る
。
行
政
上
の
必
要
か
ら
定
立
さ
れ
た
種
々
の
取
締
法
規
に
お
い
て
は
そ

の
蓮
反
が
作
爲
に
よ
つ
て
犯
さ
れ
よ
う
と
不
作
爲
に
よ
つ
て
爲
さ
れ
よ
う
と
、
所
期
の
目
的
貫
徹
の
妨
害
に
な
る
黙
で
全
く
同
一
覗
さ
れ
る
わ
け



で
あ
る
。
し
か
し
刑
法
に
お
い
て
は
し
か
く
一
律
に
解
す
る
こ
と
は
多
分
に
疑
問
で
あ
る
。
一
時
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
刑
法
に
お
い
て
も
亦
諸
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蹴
）

の
法
領
域
に
お
け
る
と
同
様
、
作
爲
と
不
作
爲
と
は
同
一
、
に
解
せ
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
が
か
な
り
有
力
で
あ
つ
た
。
し
か
し
乍

ら
刑
法
に
お
い
て
は
結
果
的
な
法
釜
の
侵
害
も
も
と
よ
り
考
慮
す
べ
き
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
：
で
は
あ
る
が
、
何
よ
り
も
端
的
に
意
思
の
實
現
と
し

て
の
行
爲
そ
の
も
の
、
乃
至
は
行
爲
を
通
じ
て
窺
わ
れ
る
行
爲
者
の
人
格
に
封
す
る
批
禽
倫
理
的
な
非
難
を
基
礎
と
し
て
國
家
刑
罰
椹
を
褒
動
し

よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
輩
な
る
損
害
の
分
猪
乃
至
は
墳
補
、
取
締
の
貫
徹
を
目
的
と
す
る
諸
他
の
領
域
に
お
け
る
評
償
と
は
お
の
ず
か
ら

異
る
も
の
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
前
述
の
通
り
作
爲
は
よ
き
現
實
を
積
極
的
に
悪
く
す
る
こ
と
で
あ
る
の
に
封
し
、

不
作
爲
は
も
と
も
と
悪
し
き
現
實
を
消
極
的
に
放
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
水
の
低
き
に
つ
く
が
如
く
、
イ
ー
ジ
イ
・
ゴ
！
イ
ソ
グ
な
人
問
の
常
と

し
て
積
極
的
な
行
動
へ
出
る
こ
と
の
反
封
動
機
の
設
定
は
強
く
、
不
作
爲
へ
の
反
封
動
機
は
弱
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
よ
り
強
い
反
封
動
機
を
押
し

き
つ
て
ま
で
積
極
的
な
行
爲
に
出
た
こ
と
は
、
よ
り
弱
い
反
封
動
機
を
抑
え
て
不
作
爲
の
ま
ま
で
い
る
よ
り
も
一
般
的
に
は
杜
會
／
倫
理
的
非
難

が
弱
い
、
つ
ま
り
違
法
性
の
程
度
が
低
い
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
刑
法
に
お
い
て
は
實
質
的
に
違
法
な
行
爲
（
當
罰

的
行
爲
）
の
す
べ
て
が
網
羅
的
に
可
罰
的
行
爲
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
刑
罰
を
以
て
臨
む
に
ふ
さ
わ
し
い
、
違
法
性
の
度
合
の
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

い
も
の
の
み
が
可
罰
的
行
爲
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
直
接
刑
罰
と
い
う
法
的
効
果
と
結
び
つ
く
刑
法
の
領
域
に

お
い
て
は
諸
他
の
法
領
域
に
お
け
る
と
は
異
つ
て
、
と
く
に
作
爲
と
不
作
爲
と
の
画
別
が
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
認
）
　
そ
の
こ
と
は
近
來
と
み
に
そ
の
範
園
が
績
大
さ
れ
て
き
た
無
過
失
賠
償
責
任
の
理
論
に
端
的
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
羅
）
　
例
え
ば
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ラ
イ
ヒ
裁
剣
所
剣
例
集
七
一
巻
一
八
九
頁
批
剣
、
又
、
乞
一
〇
昏
”
日
目
Φ
さ
OO
書
鑑
げ
程
＄
q
目
ε
H
屡
O
F
国
望
毒
・

　
　
　
園
山
・
㎝
評
ω
●
悔
㎝
一
角
引
鵠
Φ
凶
㎎
O
び
．
己o
訂
P
』
鼠
酔
m
屡
O
m
百
旧
0
孕
国
砿
虚
胡
●
切
鳥
●
㎝
♂
oo
●
O
留
●

　
　
（
飾
）
　
後
に
學
読
史
の
素
描
に
お
い
て
ふ
れ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
を
實
質
的
當
罰
性
の
問
題
と
し
て
論
じ
る
設
が
あ
る
。
『

　
　
　
例
え
ば
の
9
的
睦
馨
9
P
d
撤
爵
8
騨
o
q
昌
＄
昌
盤
害
昌
豊
3
目
労
＄
凶
目
ω
塩
“
o
轟
α
窪
冒
2
δ
謬
恥
霞
g
“
笥
o
昌
甚
噂
¢
一
〇
笹
℃
き
マ
電
臼
磁
魯
鮮
ψ
♂

　
　
　
開
●
一
切
卑
萄
堕
ご
o
噌
旨
o
α
ザ
＆
①
猛
ぎ
罫
甘
“
o
賜
ザ
o
ロ
寓
匁
o
昌
oo
蔚
暦
』
嚇
o
o
げ
毬
毛
凶
器
o
猛
o
げ
覧
y
囹
“
ミ
｝
国
“
噛
零
悟
9
葛
鱒
・

　
　
　
　
．
不
眞
距
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
闘
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
　
　
　
（
二
八
一
）



　
　
　
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
（
二
八
二
）

　
3
　
次
に
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
に
入
る
前
に
一
慮
そ
の
用
語
的
意
味
内
容
を
確
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
主
と
し
て
問
題

と
な
る
の
は
眞
正
不
作
爲
犯
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
と
の
關
係
で
、
學
読
上
孚
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
間
題
に
關
し
て
は
何
と
云
つ
て
も

柏
木
警
霧
乍
作
釜
と
不
作
癒
朱
諄
ら
れ
浮
設
奮
な
い
・
嚢
に
よ
れ
屡
作
爲
犯
と
不
作
爲
碧
つ
い
て
は
・
捜
的

　
　
　
　
　
　
、

作
爲
犯
と
抽
象
的
不
作
爲
犯
お
よ
び
具
盟
的
作
爲
犯
と
具
醗
的
不
作
爲
犯
の
四
つ
の
概
念
を
匿
別
す
る
こ
と
が
必
要
に
し
て
十
分
で
あ
り
、
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
留
）

に
眞
圧
不
作
爲
犯
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
な
ど
と
い
う
概
念
を
認
め
る
必
要
は
な
い
”
し
か
し
、
こ
の
読
は
ま
だ
一
般
の
承
認
を
得
た
と
は
云
い
得

　
　
　
　
　
　
（
認
）

な
い
よ
う
で
あ
る
。
從
つ
て
叉
逆
に
そ
れ
だ
け
注
目
に
贋
す
る
見
解
で
も
あ
る
が
、
從
來
は
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
わ
が
學
界
に
お
い
て
も
不
作
爲

犯
に
つ
い
て
は
眞
正
不
作
爲
犯
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
と
を
匿
別
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
眞
正
、
不
眞
正
の
概
念
は
決
し
て
確
定
的
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
リ
　
　
ロ

固
定
的
な
も
の
で
な
く
、
構
成
要
件
上
（
柏
木
教
授
の
い
わ
ゆ
る
”
構
成
要
件
の
表
見
的
表
現
”
上
）
不
作
爲
が
豫
定
さ
れ
て
い
る
か
、
作
爲
が
豫
定
さ

れ
て
い
る
か
を
標
準
と
す
る
通
読
と
、
眞
正
不
作
爲
犯
は
常
に
形
式
犯
に
止
ま
り
、
侵
害
の
結
果
を
稜
生
せ
し
め
た
場
合
に
は
常
に
不
眞
正
不
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

爲
犯
が
成
立
す
る
も
の
と
解
す
る
少
藪
読
と
が
あ
る
。
例
え
ぱ
刑
法
笙
二
九
傑
に
關
し
、
保
護
責
任
者
が
生
存
に
必
要
な
保
護
を
し
な
か
つ
だ

爲
に
要
保
護
者
を
死
傷
に
至
ら
し
め
た
と
い
う
場
合
に
、
前
読
に
よ
れ
ば
眞
正
不
作
爲
犯
の
結
果
加
重
犯
と
解
せ
ら
れ
、
後
詮
に
よ
れ
ば
、
第
二

一
八
條
の
眞
正
不
作
爲
犯
と
、
不
作
爲
に
よ
る
過
失
殺
と
の
想
像
競
合
の
場
合
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
と
い
う
差
異
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
眞
正
不
作
爲
犯
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
と
の
關
係
、
相
違
等
直
接
追
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

柏
木
警
粟
響
為
ら
ず
・
雇
繋
の
嚢
的
見
蟹
前
讐
し
藷
遙
め
て
行
く
こ
圭
す
る
・

　
　
（
％
）
　
柏
木
千
秋
、
作
爲
犯
と
不
作
爲
犯
（
小
野
博
士
還
暦
祀
賀
論
丈
集
刑
事
法
の
理
論
と
現
實
e
七
五
頁
以
下
）
。

　
　
（
留
）
　
柏
木
、
前
掲
書
八
O
頁
。

　
　
（
銘
）
　
例
え
ば
小
野
清
一
郎
、
構
成
要
件
と
行
爲
諭
（
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論
六
二
頁
）
な
ど
と
批
剣
的
で
あ
る
。

　
　
（
四
）
　
旨
．
国
．
国
口
思
o
ン
の
酔
冒
眺
H
O
o
ザ
計
爵
σ
“
B
o
甘
φ
H
噌
o
算
お
鵠
o
o
舶
の
●
い
昭
臨
・

　
　
（
⑳
）
　
柏
木
、
前
掲
書
七
八
頁
以
下
。



三

　
1
　
前
述
の
よ
う
に
・
通
読
に
よ
れ
ぱ
・
不
眞
正
不
作
爲
犯
と
は
、
構
成
要
件
上
作
爲
に
よ
つ
て
惹
起
さ
れ
る
も
の
と
豫
定
ざ
れ
た
結
果
を
現

實
に
は
不
作
爲
に
よ
つ
て
惹
起
す
る
こ
と
を
云
う
。
通
例
母
親
が
乳
呑
兇
に
ミ
ル
ク
を
與
え
な
い
で
餓
死
さ
せ
た
場
合
が
」
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
砂
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
の
學
論
史
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
共
に
自
然
主
義
的
思
惟
が
刑
法
學
を
と
ら
え
た
時
に
は
じ
め
て
始
ま
つ

た
と
い
わ
れ
臥
縄
・
，
し
か
し
彼
は
・
不
作
爲
の
可
罰
性
を
法
義
務
の
存
否
に
か
か
ら
せ
た
の
み
で
、
未
だ
眞
正
不
作
爲
犯
と
不
眞
正
不
作
爲
犯
と

を
嘉
す
る
に
塁
つ
て
い
簿
こ
の
嘉
は
ル
ー
デ
ン
髪
っ
て
始
め
て
奪
ら
簿
從
つ
て
不
眞
乗
作
爲
犯
の
間
馨
最
初
に
箋

づ
け
て
論
じ
た
の
は
、
正
確
に
は
ル
ー
デ
ソ
を
も
つ
て
嗜
矢
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
以
來
今
日
に
至
る
ま
で
實
に
寒
ま
ざ
ま
に
、
そ
し
て
激

し
く
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
結
果
犯
に
つ
い
て
は
、
行
爲
と
結
果
と
の
間
に
因
果
關
係
の
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
純
粋
自
然
主
義
的
因
果
概
念
に
お

い
て
は
”
無
か
ら
は
何
も
の
を
も
生
じ
得
な
い
”
（
こ
鍔
・
虹
魯
審
冒
聾
且
9
宏
竃
Φ
民
置
、
、
）
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
に
、
不
眞
正
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

作
爲
犯
の
場
合
に
端
的
に
當
該
不
作
爲
と
叢
生
し
た
結
果
と
の
間
の
因
果
關
係
を
認
め
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
そ
こ
で
當
然
の
こ
と
と
し
て

不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
は
、
因
果
關
係
論
の
場
に
お
い
て
と
く
に
論
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ナ
ー
グ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵠
）

、
”
不
作
爲
に
よ
る
作
爲
犯
の
間
題
が
學
間
上
問
題
親
さ
れ
る
に
至
つ
た
そ
の
瞬
間
か
ら
”
今
日
に
至
る
ま
で
”
誤
つ
た
問
題
設
定
の
不
蓮
π
に
支
配

さ
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
今
日
で
は
す
で
に
周
知
の
よ
う
に
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
因
果
關
係
の
間
題
に
つ
い
て
”
無
か
ら
は
何

も
の
を
も
生
じ
得
な
い
”
と
い
う
自
然
主
義
的
、
機
械
論
的
因
果
概
念
は
、
す
で
に
法
的
、
規
範
的
、
便
値
關
係
的
因
果
關
係
読
に
よ
つ
て
超
克
さ

れ
た
も
の
と
さ
れ
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
を
因
果
關
係
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
者
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
ツ
ガ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う

に
、
現
在
で
も
樹
〃
い
か
に
し
て
無
か
ら
何
か
を
生
じ
得
る
か
？
”
（
§
Φ
κ
蒼
製
器
留
B
蜜
魯
毬
①
甘
国
薯
毬
器
民
o
鳥
）
と
い
う
因
果
關
係

　
　
　
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
澗
題
性
に
開
す
る
・
一
考
察
嘘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　
　
　
（
二
八
三
）



　
　
　
匹
不
眞
毘
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
臨
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
　
　
（
二
八
四
）

の
睡
柴
整
不
作
爲
犯
昊
窪
蕎
虜
る
ヲ
』
走
響
は
亀
暑
え
る
の
で
・
護
の
叢
と
叢
嚢
乍
ら
二
蕎
毘
あ

問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
さ
て
翻
つ
て
考
え
て
み
る
と
、
自
然
的
、
肚
會
的
諸
現
象
は
、
そ
の
多
く
が
わ
れ
わ
れ
の
存
在
と
は
無
關
係
に
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ

人
間
は
融
會
的
動
物
と
し
て
他
人
と
の
共
存
生
活
を
螢
ま
ざ
る
を
得
ず
、
封
人
關
係
を
通
じ
て
必
然
的
に
何
ほ
ど
か
の
範
園
内
で
、
自
然
的
、
融

會
的
現
象
へ
と
介
入
し
て
行
く
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
介
入
の
態
檬
は
前
述
の
通
り
二
つ
、
帥
ち
現
存
の
よ
き
現
實
を
積
極
的
に
悪
し
き
現

實
へ
と
攣
更
す
る
こ
と
、
他
の
表
現
を
か
り
る
な
ら
ば
、
規
則
正
し
い
因
果
の
流
れ
を
積
極
的
に
阻
止
し
叉
は
悪
し
き
結
果
稜
生
の
方
向
へ
と
流

れ
を
轄
じ
る
こ
と
（
閣
作
爲
）
で
あ
り
、
他
は
現
存
の
現
實
そ
の
も
の
が
そ
も
そ
も
悪
し
き
も
の
で
あ
つ
て
、
祉
會
侵
害
的
結
果
叢
生
の
方
向
へ
向

い
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
悪
し
き
結
果
の
蛋
生
す
る
に
ま
か
せ
る
こ
と
（
冊
不
作
爲
）
で
あ
る
。
更
に
言
葉
を
換
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ヤ

読
明
す
る
な
ら
ば
、
前
者
帥
ち
作
爲
は
自
然
的
因
果
の
流
れ
の
攣
更
で
あ
り
、
後
者
帥
ち
不
作
爲
は
自
然
的
因
果
の
流
れ
の
利
用
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
前
舌
は
現
實
の
自
然
的
、
砒
會
的
現
象
に
鍬
す
る
積
極
的
な
關
與
で
あ
つ
て
、
自
ら
新
た
な
結
果
（
悪
し
き
）
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら

結
果
に
野
す
る
原
因
た
り
う
る
こ
と
は
疑
も
な
く
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
範
園
を
如
何
に
限
定
す
る
か
の
間
題
は
別
論
と
し
て
凸
そ
の
因

果
關
係
を
辿
る
こ
と
は
む
し
ろ
容
易
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
後
者
、
帥
ち
不
作
爲
の
場
合
に
は
現
存
の
現
實
そ
の
も
の
が
悪
し
き
結
果
叢
生
の

危
瞼
を
孕
み
、
不
作
爲
者
は
そ
の
結
果
嚢
生
の
危
瞼
を
認
識
し
な
が
ら
却
つ
て
こ
れ
を
利
用
す
る
意
圖
で
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
場
含
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舘
）

る
か
ら
、
そ
の
こ
と
自
盟
は
、
自
然
科
學
的
乃
至
存
在
論
的
に
見
る
限
り
行
爲
と
は
云
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
い
か
な
る
論
理
構
成
を
す
る

か
は
今
暫
く
別
論
と
し
て
、
不
作
爲
の
本
質
乃
至
特
徴
は
、
ま
さ
に
こ
の
瓢
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
悪
し
き
現
實
i

つ
ま
り
祉
會
侵
害
的
結
果
襲
生
の
危
瞼
の
存
在
ー
の
場
合
に
、
そ
の
現
實
が
よ
い
方
へ
と
韓
換
さ
れ
な
い
ま
ま
，
（
悪
し
き
）
結
果
が
襲
生
し
て

し
ま
つ
た
こ
と
に
つ
き
、
不
可
抗
力
と
し
て
法
的
評
債
の
枠
外
に
押
し
や
つ
て
し
ま
う
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
、
換
言
す
れ
ば
、
自
然
因
果
的

（
悪
し
ぎ
）
結
果
の
襲
生
を
未
然
に
防
止
し
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
き
、
何
人
か
に
刑
法
上
の
責
任
非
難
が
結
び
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合



の
あ
る
こ
と
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
場
食
で
あ
つ
て
も
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
本
質
的
特
徴
と
し
て
、
前
述
の
よ
う

に
肚
會
侵
害
的
結
菓
襲
生
の
危
瞼
は
、
不
作
爲
者
の
不
作
爲
と
は
關
係
な
く
す
で
に
原
因
を
與
え
ら
れ
て
端
を
焚
し
、
た
だ
た
ま
た
ま
そ
の
因
果

の
経
過
の
過
程
が
行
爲
者
の
意
思
支
配
（
行
爲
支
配
）
の
下
に
お
か
れ
た
と
い
う
場
合
で
あ
つ
て
、
自
然
ー
因
果
的
因
果
概
念
に
固
執
す
る
限
り
、

作
爲
犯
の
よ
う
に
結
果
の
畿
生
が
行
爲
者
に
よ
つ
て
積
極
的
に
設
定
さ
れ
た
場
合
と
は
こ
れ
を
同
一
覗
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
作
爲
そ
れ
自
饅

に
原
因
力
を
求
め
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
從
つ
て
因
果
關
係
は
哲
學
的
に
は
“
も
し
前
者
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
後
者
は
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
〃

（
8
ロ
鼻
ざ
。
ユ
日
①
ρ
量
琴
冒
）
と
い
う
自
然
ー
論
理
的
因
果
關
係
が
存
在
す
る
の
み
だ
と
す
る
な
ら
ぱ
、
不
作
爲
犯
の
場
合
に
は
結
果
に
封
す
る
因

果
關
係
な
し
と
す
る
の
が
む
し
ろ
論
理
的
コ
ロ
ラ
リ
ー
と
云
う
ぺ
き
で
あ
ろ
じ
そ
こ
で
不
眞
正
不
作
爲
の
原
因
力
を
根
擦
づ
け
る
た
め
に
、
い

わ
ゆ
る
他
行
行
轟
（
ル
ー
デ
ソ
）
姦
め
も
て
先
行
行
爲
読
（
ク
ル
乏
グ
ラ
ー
t
ア
ド
ル
了
メ
ル
ケ
ル
華
毒
読
（
冨
・
琶
§

葺
零
旨
o
）
等
が
あ
ら
わ
れ
て
さ
ま
ざ
ま
の
努
力
を
試
み
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
読
の
中
前
二
詮
は
、
間
題

と
さ
れ
る
一
定
の
不
作
爲
そ
れ
自
饅
に
荊
事
責
任
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
以
外
の
、
帥
ち
前
例
に
つ
い
て
云
え
ぽ
、
懐
胎
と
い

う
先
行
行
爲
（
先
行
行
爲
読
）
、
叉
は
乳
を
與
え
る
べ
き
時
に
故
意
に
こ
れ
を
し
な
い
で
靴
下
を
編
ん
だ
り
、
映
叢
を
見
に
行
つ
た
り
し
た
と
い
う
他

の
行
爲
（
つ
ま
り
そ
れ
自
髄
に
は
何
ら
規
範
的
な
不
便
値
判
膨
の
結
び
つ
く
こ
と
の
な
い
積
極
的
な
作
爲
）
に
刑
事
責
任
の
基
礎
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
つ
て
、
評
慣
の
鍬
象
を
誤
っ
た
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
干
渉
読
は
、
ヘ
ル
シ
ュ
ナ
ー
、
ピ
ソ
デ
ィ
ソ
グ
專
に
よ
つ
て
提
唱
さ

　
（
㈹
）

れ
た
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
ピ
ン
デ
ィ
ソ
グ
に
よ
れ
ば
、
生
れ
た
ば
か
り
の
嬰
兇
の
保
育
を
託
さ
れ
た
租
母
が
こ
れ
に
ミ
ル
ク
を
與
え
る
こ
と
を
解

つ
た
場
合
に
は
不
作
爲
に
よ
る
作
爲
犯
国
o
冒
画
器
尋
盆
嵩
騨
島
霞
9
q
暮
霞
一
器
o
・
β
β
閃
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
父
母
が
同
じ
よ
う
に
、
、
・

ル
ク
を
與
え
る
こ
と
を
塀
つ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
は
全
然
技
術
的
な
意
味
に
お
い
て
の
不
作
爲
で
は
な
く
、
む
し
ろ
父
母
は
共
同
正
犯
と
し
て

（
換
言
す
れ
ば
子
を
産
ん
だ
こ
と
に
よ
つ
て
）
そ
の
干
渉
が
な
け
れ
ば
子
に
と
つ
て
生
命
上
の
危
険
で
あ
る
歌
態
を
惹
起
し
た
も
の
で
あ
る
と
読
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
の
読
は
蝕
り
に
も
技
巧
的
す
ぎ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
行
爲
者
の
決
意
（
正
確
に
は
決
意
の
勉
棄
）
と
い
う
純
然
た
る
内

　
　
　
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
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二
五
　
　
　
（
二
八
五
）



　
　
　
不
属
並
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
闘
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
　
　
　
（
二
八
六
）

部
的
な
も
の
自
髄
に
積
極
的
な
原
因
力
を
認
め
、
緒
局
こ
れ
を
猫
立
に
法
的
評
慣
の
封
象
と
し
た
も
の
で
、
極
端
に
云
え
ば
法
と
道
徳
と
の
混
岡

で
あ
り
、
客
観
読
を
と
る
彼
の
饒
系
に
も
矛
盾
す
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
批
到
を
経
て
、
刑
法
理
論
は
次
第
に
端
的
に
不
作
爲
そ
れ
自
饅
に
鋤
し
て
法
的
評
債
を
加
え
る
と
い
う
立
場
を
と
つ
て
行
つ
た
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
方
向
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
因
果
關
係
を
機
械
論
的
、
自
然
因
果
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
從
つ
て
、
不
作
爲
そ

れ
自
身
に
は
本
來
原
因
力
は
な
い
け
れ
ど
も
、
結
果
を
防
止
し
な
か
つ
た
貼
に
法
律
上
因
果
關
係
と
同
一
覗
す
ぺ
き
關
係
を
認
め
よ
う
と
す
る
考

え
方
（
準
因
果
關
係
説
）
と
、
因
果
關
係
を
自
然
因
果
的
な
も
の
に
固
定
す
る
老
え
方
を
ア
ウ
フ
ヘ
！
ベ
ソ
し
て
、
刑
法
學
上
は
法
的
な
、
慣
値
に

關
係
づ
け
ら
れ
た
概
念
と
し
て
構
成
し
、
不
作
爲
に
つ
い
て
も
作
爲
と
全
く
同
様
原
因
力
の
あ
る
こ
と
を
肯
定
す
る
読
と
で
あ
る
。
後
読
も
詳
細

に
は
荷
い
く
っ
か
の
読
に
分
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
、
作
爲
犯
の
場
合
に
は
、
行
爲
者
が
積
極
的
な
行
爲
を
し
た
か
ら
こ
そ
肚
會
侵
害
的
結
果

を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ
つ
て
、
行
爲
者
が
そ
の
よ
う
な
行
爲
に
出
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
結
果
は
褒
生
し
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

勲
に
因
果
關
係
が
認
め
ら
れ
る
の
と
同
檬
に
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
場
合
に
は
、
一
定
の
“
期
待
さ
れ
た
行
爲
”
（
需
轟
暮
0
8
司
置
合
巨
騎
）
に

着
目
し
て
そ
の
よ
う
な
不
作
爲
が
な
か
つ
た
な
ら
ば
ー
換
言
す
れ
ば
、
期
待
さ
れ
た
行
爲
が
期
待
通
り
に
行
わ
れ
た
な
ら
ば
、
當
然
に
そ
の
よ

う
な
悪
し
き
結
果
は
稜
生
し
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
鮎
に
因
果
關
係
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
立
場
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
V

不
眞
正
不
作
爲
犯
の
因
果
關
係
は
作
爲
犯
と
全
く
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
從
つ
て
と
く
に
と
り
た
て
て
論
じ
る
必
要
は
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
㎏
そ
し
て
今
日
で
は
こ
れ
が
む
し
ろ
通
読
と
な
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
私
見
に
よ
れ
ば
、
法
的
に
不
作
爲
を
作
爲

と
同
一
覗
す
る
と
い
う
こ
と
は
法
的
評
慣
の
間
題
に
外
な
ら
ず
、
因
果
關
係
の
全
面
的
な
肯
定
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
こ
の
間
題
を
内
容
的
に
法

的
評
慣
の
間
題
に
す
り
か
え
て
し
ま
つ
た
と
解
す
る
の
が
正
営
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
尤
も
、
私
も
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
つ
き
、
こ
れ
を
と
く

に
因
果
關
係
の
問
題
と
し
て
間
題
を
設
定
す
る
こ
と
が
す
で
に
失
當
で
あ
る
と
考
え
る
勲
で
は
通
読
と
結
論
を
等
し
く
す
菊
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
と
も
か
く
も
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
を
因
果
關
係
論
の
場
で
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
今
日
で
は
學
読
奥
的
意
義
以
外
に



こ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
肌
）
　
国
●
蒼
嘱
o
“
騨
”
。
O
‘
皿
口
9

（
畝
）
鍔
国
曙
o
“
”
・
癖
O
‘
oo
●
揖
㎝
嚇
く
撃
国
①
琶
暮
器
げ
一
■
o
胃
ゴ
o
ザ
盆
皿
O
o
冨
o
甘
曾
酵
ご
o
暮
器
ザ
一
9
0
且
慧
一
試
o
q
露
冨
甘
一
一
魯
普
閃
8
げ
量

　
は
・
卜
G
P
噛
お
雀
噂
㈱
障
｝
謬
聾
曽
隠
器
●
（
但
し
原
書
を
参
照
し
え
な
か
つ
た
。
）

（
認
）
　
■
β
岳
P
ト
び
ザ
胆
留
臼
凝
o
ー
鱒
昌
皿
畠
o
目
鳴
目
o
『
o
け
富
暮
器
『
①
β
ω
霞
鑑
H
①
魯
“
一
讐
”
房
鮮
ど
幹
含
¢
角
こ
聴
島
．
一
ン
幹
心o
一
㌣
留
ド

（
雛
〉
　
ラ
『
ト
ブ
ル
ッ
7
が
そ
の
徹
底
し
た
自
然
主
義
的
行
爲
概
念
か
ら
、
不
作
爲
は
行
爲
で
は
な
い
と
し
た
こ
と
は
引
用
す
る
こ
と
自
燈
氣
が
ひ
け
る
程
、
あ

　
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
帥
ち
“
肯
定
と
否
定
、
a
と
非
a
と
が
一
つ
の
共
通
の
上
位
慨
念
の
下
に
も
た
ら
し
得
な
い
の
と
同
様
に
、
凪
に
、
行
爲
と
不
作
爲

　
も
亦
一
つ
の
共
通
の
上
位
概
念
の
下
に
は
包
括
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
　
云
々
μ
盆
巖
O
屋
9
U
角
国
壁
合
彊
β
O
q
昌
O
鴨
一
角
冒
＄
冒
霞
国
a
O
5
9
昌
碗

　
ま
弓
島
器
ω
訂
9
⇒
9
詳
器
気
器
o
目
閣
ψ
犀
P
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ
と
は
別
に
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
、
そ
の
存
在
論
的
立
揚
か
ら
、
そ
の
致
科
書
第
三
版
（
一
九

　
五
四
年
）
以
來
不
作
爲
を
行
爲
柵
念
の
中
に
包
含
さ
せ
る
事
を
駈
念
し
て
、
犯
罪
論
艦
系
を
ば
作
爲
犯
と
不
作
爲
犯
の
二
つ
に
縦
わ
り
し
て
、
更
に
そ
の
そ
れ

　
ぞ
れ
に
つ
き
故
意
犯
と
遍
失
犯
の
匪
別
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
作
爲
と
不
作
爲
と
を
、
μ
目
的
的
意
思
に
よ
つ
て
支
配
せ
ら
れ
う
る
人
間
の
態
度
∬
（
跨
o
導

　
皿
O
冨
甘
げ
O
¢
く
O
目
署
Φ
O
屏
酔
卸
け
凶
瞬
O
昌
宅
一
昌
Φ
圓
げ
Φ
げ
O
跨
O睦
O
ゲ
げ
暫
H
Φ
目
く
Φ
吋
ザ
暫
詳
O
暫
（
暮
O
目
胆
O
琶
ぎ
げ
O
O
＜
O
目
げ
即
詳
O
ロ
）
と
い
う
難
で
統
合
し
て
い
る
。

（
35
）

（
3
6
）

（
翫
）

（
38
）

（
鮒
）ω

書
鑑
富
o
騨
｝
一
〇〇
㎝
夢
oo
。
幽
o
o
o
O
山
鱒
0
9
鋭
国
o
H
冨
一
｝
国
昌
目
置
鶴
凶
警
帥
器
富
ト
び
匿
且
冒
β
碗
Φ
p
ロ
身
一
レ
oo
零
”
oo
●
毒
崩
●

（
ω
）

　
ピ
m
百
農
げ
O
畦
槻
が
そ
の
著
ご
貯
皿
O
嶋
Φ
β
薗
β
酔
O
β
0
9
B
置
匹
く
“
9
誉
酔
Φ
侮
鐸
肖
O
ざ
q
口
蔚
①
昌
鱒
鍵
9
β
堕
一
◎
o
O
ρ
¢
禽
｝
㎝
幹
に
お
い
て
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
姐
）
　
国
①
網
西
Φ
J
m
●
餌
．
O
‘
の
．
“
O

』
．
濱
斜
範
o
び
9
0
噌
ぎ
匡
o
ヨ
帥
酔
算
駐
同
雨
o
鴨
げ
日
縄
含
H
魯
q
β
θ
o
昌
器
器
躍
鳩
O
o
旨
o
『
富
の
雷
一
（
O
oo
y
切
島
・
は
P
（
ぢ
o
。
oo
）
一
¢
P
●

蜜
o
N
筑
¢
ツ
¢
冨
鱒
剛
婦
o
o
ザ
“
一
。
ト
一
一
鱒
Φ
目
O
一
ロ
①
同
弓
豊
一
｝
国
冒
ω
廿
信
＆
o
目
び
q
o
ダ
㎝
．
》
且
辺
こ
ピ
9
｝
¢
8
●

函
鼠
宮
き
F
勲
欝
O
こ
ψ
駐
一
融
・
≦
9
器
ど
oo
訂
舞
冨
9
ダ
9
》
g
籍
｝
お
㎝
辞
oo
・
屋
劇
・
李
揚
安
治
、
刑
法
総
論
講
義
四
三
頁
。

『
躍
畠
o
P
》
び
ゲ
暫
ロ
島
G
目
の
o
劃
閃
畠
．
評
い
認
O
”
ω
。
鱒
屋
庸
●

浮
藁
》
導
g
島
頗
魯
讐
・
島
霞
の
欝
富
＆
レ
襲
あ
。
曽
直
“
o
奮
Φ
吋
ム
喜
欝
臼
§
。
q
臼
9
畠
8
目
詮
8
馨
一
＆
婁
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
但
し
以
上
滲
照
し
得
ず
）

国
凶
昌
＆
β
學
Z
自
目
O
F
切
島
・
自
博
ド
ト
β
凶
‘
ψ
課
ゆ
鰯
鉾
噂
但
し
H
口
冨
晃
O
月
O
昌
碁
ザ
8
臥
Φ
と
い
う
名
稔
は
ピ
ン
デ
ィ
ソ
グ
自
ら
つ
け
た
も
の
で
は
な
く
、

2
　
以
上
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
を
作
爲
犯
と
は
置
別
し
て
特
別
に
因
果
闘
係
論
に
お
い
て
論
じ
る
こ
と
は
妥
當

で
は
な
い
。
そ
こ
で
一
般
に
も
し
當
該
不
作
爲
が
な
が
づ
た
な
ら
ば
1
換
言
す
れ
ば
期
待
さ
れ
た
積
極
的
作
爲
が
行
わ
れ
さ
え
す
れ
ば
ー
通

　
　
　
　
不
眞
礁
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
臨
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
　
　
　
（
二
八
七
）



　
　
　
不
眞
蕉
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
　
　
　
（
二
八
八
）

常
そ
の
よ
う
な
悪
し
き
結
果
は
襲
生
し
な
か
つ
た
で
訪
ろ
う
と
い
う
關
係
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
不
作
爲
に
も
原
因
力
あ
り
と
し
て
結
果
と
の
間

に
因
果
關
係
あ
る
も
の
と
認
め
て
い
い
と
考
え
ら
れ
る
に
至
つ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
因
果
關
係
の
間
題
の
解
決
ば
、
不
作
爲
犯
に
關
す
る
諸
難
問
の
中
の
た
だ
一
つ
の
解
決
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
作
爲
と
不
作
爲
と

の
、
現
實
ー
自
然
的
行
爲
の
態
様
の
相
違
が
、
ど
う
し
て
も
我
々
の
思
考
方
法
を
束
縛
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
人
々
は
何
と
か
し
て
不
作
爲
の

特
殊
性
を
リ
リ
ー
フ
し
よ
う
と
し
て
違
法
性
論
に
そ
の
手
が
か
り
を
求
め
、
結
局
こ
の
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
は
、
違
法
性
の
問
題
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
）

す
る
読
が
支
配
的
と
な
り
、
現
在
な
お
ド
イ
ッ
に
お
い
て
も
叉
わ
が
國
に
お
い
て
も
そ
れ
が
通
論
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、
矧
來
、
從
來
の
通

論
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
と
は
”
構
成
要
件
該
當
の
、
違
法
、
有
責
な
”
行
爲
で
あ
る
、
と
定
義
づ
け
ら
れ
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
に
つ
い
て
も
當
然
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

の
命
題
は
委
當
す
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
㊧
羨
性
＄
劉
禦
ば
異
る
か
ら
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
主
た
る
問
題
は
違
法
論
に
あ
る

と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
ベ
ー
リ
ソ
グ
は
”
刑
法
綱
要
”
（
評
目
R
8
⑥
画
窪
ω
書
鋒
窓
9
貫
一
〇
・
》
猛
こ
お
誤
・
偉
・
》
島
・
弘
綿
o
）
に
お

い
て
〃
法
定
構
成
要
件
の
徴
表
的
機
能
（
壁
禽
魁
Φ
器
鼠
Φ
冒
容
凶
8
）
は
、
結
果
の
な
い
不
作
爲
（
眞
正
不
作
爲
犯
）
に
つ
い
て
は
そ
の
完
全
鶴
意

味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
結
果
と
結
び
つ
い
た
不
作
爲
（
不
眞
正
不
作
爲
犯
）
に
と
つ
て
は
全
然
効
力
を
も
た
な
い
”
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

且
つ
エ
ム
三
1
・
マ
イ
ヤ
ー
が
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
エ
ム
三
！
・
マ
イ
ヤ
ー
は
更
に
“
水
中
に
落
ち
た
子
供
を
救
助
し
な
い
者
を
、
子
供
を

水
中
に
投
げ
こ
ん
だ
者
と
パ
ラ
レ
ル
に
論
じ
る
こ
と
は
で
宮
な
い
”
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
あ
る
禁
止
を
規
定
す
る
（
a
鶴
騨
謡
o
且
臼
露
）
構

成
要
件
は
、
人
が
何
を
爲
し
て
は
な
ら
な
い
か
を
示
す
（
鎧
碗
Φ
冨
β
）
に
止
ま
り
、
從
つ
て
人
が
何
を
爲
す
べ
ぎ
か
を
示
し
て
は
い
な
い
と
い
う

黙
を
指
摘
し
た
上
で
“
構
成
要
件
該
當
の
作
爲
は
法
規
若
し
く
は
法
艦
系
（
寄
9
宏
器
欝
9
霞
男
0
9
宏
皿
塩
言
日
）
に
よ
つ
て
正
當
化
さ
れ
な
い

限
り
は
違
法
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
構
成
要
件
該
當
の
不
作
爲
は
、
”
法
規
叉
は
法
盟
系
に
よ
つ
て
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
限
り
違
法
で
は
な
い
”
と

い
う
原
則
を
生
じ
る
。
帥
ち
、
”
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
領
域
に
お
い
て
は
、
原
則
と
例
外
と
は
そ
の
所
を
異
に
す
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
“

　
　
　
　
　
（
娼
）

と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
構
成
要
件
理
論
が
一
般
に
普
及
し
、
承
認
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
構
成
要
件
の
機
能
と
の
關
蓮
で



論
か
れ
た
べ
ー
リ
ソ
グ
、
エ
ム
三
1
・
マ
イ
ヤ
ー
の
よ
う
な
考
え
方
が
一
般
に
探
用
さ
れ
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
場
合
に
は
通
常
の
作
爲
犯
や
眞

正
不
作
爲
犯
の
場
合
と
は
異
つ
て
、
構
成
要
件
該
當
の
行
爲
（
”
不
作
爲
）
に
つ
き
軍
に
違
法
性
阻
却
を
論
じ
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
つ
て
、
と

く
に
積
極
的
に
當
該
不
作
爲
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
從
つ
て
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
は
違
法
性
に
あ
る
と
さ
れ
る
に

至
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
般
に
は
そ
の
違
法
性
の
根
擦
と
し
て
作
爲
義
務
の
存
在
と
結
果
防
止
（
作
爲
）
の
可
能
性
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
が
結
局
は
饅
系
的
に
ど
こ
の
部
分
で
論
じ
ら
れ
よ
う
と
も
、
そ
の
不
作
爲
の
違
法
性
が
作
爲
義
務
の
違
反
と
い
う
黙

に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
攣
り
は
な
い
。

　
と
も
あ
れ
不
作
爲
犯
の
作
爲
義
務
に
つ
い
て
は
、
從
來
わ
が
國
の
通
論
は
一
、
法
令
に
基
づ
く
作
爲
義
務
、
二
、
契
約
に
基
づ
く
作
爲
義
務
、

三
、
法
令
に
明
文
規
定
は
な
い
が
法
令
の
趣
旨
乃
至
は
公
序
良
俗
、
信
義
誠
實
の
原
則
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
る
作
爲
義
務
等
を
あ
げ
、
そ
の
作
爲

義
務
に
違
反
し
た
場
合
だ
け
が
違
法
な
不
作
爲
と
し
て
不
作
爲
犯
成
立
の
可
能
性
を
も
つ
も
の
と
し
、
從
つ
て
叉
不
作
爲
は
こ
の
作
爲
義
務
に
違

反
し
た
場
合
に
限
つ
て
構
成
要
件
該
當
性
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
し
て
、
一
度
は
構
成
要
件
と
離
れ
て
、
次
い
で
再
び
構
成
要
件

と
關
係
づ
け
る
と
い
う
二
重
の
思
考
過
程
を
要
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
封
し
て
木
村
教
授
は
、
牧
野
博
士
同
様
、
構
成

要
件
が
徴
表
的
機
能
を
も
つ
こ
と
は
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
場
合
も
眞
正
不
作
爲
犯
並
び
に
作
爲
犯
の
場
合
と
何
ら
異
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
從
つ
て

”
筍
も
不
作
爲
に
因
つ
て
構
成
要
件
が
實
現
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
不
作
爲
は
原
則
と
し
て
違
法
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
違
法
性
は
實
質
的
に
理

解
せ
ら
る
ぺ
き
で
あ
つ
て
、
實
質
的
に
違
法
阻
却
事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
於
て
の
み
違
法
に
非
ず
と
解
す
る
。
然
し
な
が
ら
、
不
作
爲
の
違
法

性
に
關
し
て
は
、
ぞ
の
本
質
上
、
二
箇
の
特
殊
の
要
素
が
存
在
す
る
が
放
に
、
不
作
爲
犯
に
於
て
は
作
爲
犯
と
共
通
の
違
法
阻
却
事
由
の
存
在
す

る
場
合
の
外
、
更
に
二
箇
の
場
合
、
即
ち
具
髄
的
に
結
果
稜
生
の
危
瞼
な
き
歌
態
に
於
て
不
作
爲
に
出
で
た
る
か
、
叉
は
、
被
害
者
の
行
爲
者
に

鋤
す
る
一
般
的
叉
は
特
定
的
な
特
殊
の
關
係
上
、
作
爲
が
期
待
・
信
頼
せ
ら
れ
得
ざ
る
事
情
の
下
に
不
作
爲
に
出
で
た
る
か
の
場
合
に
”
は
違
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
覗
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絹
）

性
が
阻
却
さ
れ
る
も
の
と
し
て
不
作
爲
犯
に
固
有
の
違
法
性
阻
却
事
由
を
認
め
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
主
張
は
キ
》
シ
ン
と
グ
レ
ー
ベ
の
論
に
示
唆

　
　
　
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
　
　
（
二
八
九
）



　
　
　
不
眞
皿
不
作
爲
犯
の
閲
題
性
に
瞬
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
　
　
（
二
九
〇
）

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
教
授
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
教
授
が
、
不
作
爲
犯
を
作
爲
犯
と
同
列
に
論
じ
よ

う
と
さ
れ
な
が
ら
、
し
か
も
不
作
爲
犯
の
本
質
的
特
徴
に
封
慮
し
て
違
法
性
の
面
で
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
も
の
と
考
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
授
の
よ
5
に
、
不
作
爲
犯
に
固
有
な
違
法
性
阻
却
事
由
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
的
に
は
、
作
爲
犯
の
違
法
性

を
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
そ
れ
と
異
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
、
私
見
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
必
ら
ず
し
も
姜
當
と
は
考
え
な
い
。
そ
の

理
由
は
、
第
一
に
、
不
作
爲
が
刑
法
上
評
慣
の
封
象
と
な
り
得
る
の
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
自
然
的
因
果
の
流
れ
が
、
す
で
に
肚
會
侵
害
的
結

果
穫
生
の
方
向
へ
向
つ
て
い
る
（
悪
し
き
現
實
の
）
場
合
ー
換
言
す
れ
ば
キ
ッ
シ
ン
の
い
わ
ゆ
る
危
瞼
状
態
が
存
在
す
る
場
合
ー
ー
に
限
ら
れ
て

い
る
。
因
果
の
流
れ
が
本
來
そ
の
よ
う
な
方
向
に
な
い
（
よ
き
現
實
の
）
場
合
の
不
作
爲
は
、
刑
法
上
は
何
ら
間
題
た
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
は
不

作
爲
犯
の
本
質
上
明
ら
か
な
こ
と
で
、
こ
れ
は
實
は
實
質
的
な
違
法
性
の
到
断
以
前
の
間
題
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
叉
第
二
の
、
被
害
者
の
行

爲
者
に
謝
す
る
“
信
頼
の
要
素
”
（
ぎ
毎
鎧
o
塁
o
δ
目
o
旨
）
と
い
う
の
は
、
木
村
教
授
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
が
行
爲
者
に
封
し
て
作
爲
を
期
待
僑

頼
し
得
べ
き
關
係
で
あ
り
、
こ
れ
は
客
観
的
な
事
實
で
あ
つ
て
、
行
爲
者
の
主
観
的
な
動
機
に
封
す
る
仔
期
待
可
能
性
”
と
は
全
然
性
質
を
異
に

す
る
も
の
と
し
、
更
に
叉
ジ
ー
フ
ェ
ル
ツ
の
言
葉
を
籍
り
て
、
そ
れ
は
客
観
的
な
利
釜
衡
量
の
問
題
だ
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
肚

會
相
當
性
（
8
恩
包
①
＞
島
盤
霞
）
の
理
論
に
解
清
さ
れ
る
か
、
叉
腺
こ
れ
を
構
成
要
件
的
に
考
え
て
、
そ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
法
定
刑
と
の

關
蓮
に
お
い
て
、
そ
の
構
成
要
件
で
定
型
的
に
評
債
さ
れ
る
程
度
の
可
罰
性
が
な
い
と
い
う
風
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
衆
木
村
教
授
の
立

場
か
ら
見
て
も
、
不
作
爲
犯
の
違
法
性
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う
に
二
箇
の
特
殊
な
要
素
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
積
極
的
要
素
が

具
備
さ
れ
な
い
限
り
行
爲
（
”
不
作
爲
）
の
違
法
性
が
内
部
的
に
充
足
さ
れ
な
い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
、
通
常
の
違
法
性
阻
却
の
よ
う
に
、
外
的

な
行
爲
事
情
に
ょ
つ
て
、
構
成
要
件
該
當
の
、
本
來
違
法
で
あ
る
べ
き
行
爲
を
適
法
化
す
る
の
と
は
同
一
に
論
ぜ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
木
村
教
授
の
詳
細
な
論
詮
の
結
果
も
、
や
は
り
こ
の
問
題
を
違
法
性
の
面
で
取
り
扱
う
こ
と
の
不
當
さ
を
修
正
す
る
に
億
至
つ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



（
娼
）
　
例
え
ば
ナ
ー
グ
ラ
ー
は
■
O
讐
N
置
霞
函
O
昌
Φ
ロ
審
き
ド
餅
9
P
”
OO
●
器
●
で
こ
の
こ
と
を
認
め
て
い
る
し
、
ザ
ウ
ア
ー
も
近
刊
勘
一
灯
O
目
①
日
①

　
O
O
訂
畦
器
o
す
宏
δ
再
ρ
o
o
・
卜
島
・
・
お
㎝
9
0
0
・
箪
・
に
お
い
て
、
不
作
爲
犯
の
揚
合
は
そ
の
違
法
性
の
問
題
に
主
た
る
困
難
性
が
あ
る
の
だ
と
云
つ
て
い
る
。

　
そ
の
他
古
く
は
国
0
麟
o
旨
器
F
後
に
国
な
窓
ど
～
b
謎
蕩
島
旨
置
“
国
o
巨
鑓
猛
o
F
国
詳
菖
Φ
ン
目
島
的
霞
が
あ
げ
ら
れ
る
し
、
叉
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ

　
ソ
は
、
前
掲
註
（
罰
）
の
グ
ラ
イ
ス
パ
ッ
ハ
の
脱
賀
記
念
論
丈
集
で
は
意
見
を
異
に
し
て
い
る
が
、
∪
冨
蓉
暮
O
島
Φ
昌
Φ
匡
o
魯
駐
三
身
ざ
ぽ
屏
O
詳
甘
μ
ぎ
目
目
，

　
o
β
島
o
貿
ロ
霞
薗
詮
①
o
げ
“
N
m
“
ミ
」
W
鼻
㎝
9
0p
、
鱒
ド
は
こ
の
立
場
に
立
つ
て
い
る
。
叉
、
旨
o
国
僻
o
吋
｝
ピ
①
『
同
ご
β
o
F
騨
》
蝿
自
8
逡
”
鵬
・
お
ド

　
　
わ
が
國
で
は
牧
野
英
一
、
不
作
爲
の
蓮
法
性
、
　
八
一
頁
以
下
、
同
、
不
作
爲
の
實
饅
的
違
法
性
（
刑
法
研
究
第
八
巻
四
六
頁
以
下
）
、
同
、
不
作
爲
犯
と

　
違
法
性
の
段
階
（
刑
法
研
究
第
八
巻
六
三
頁
以
下
）
同
、
不
作
爲
犯
に
關
す
る
若
干
の
考
察
（
警
察
研
究
第
一
〇
巻
第
三
號
）
、
木
村
亀
二
、
不
作
爲
犯
に
於

　
け
る
作
爲
義
務
（
牧
野
教
授
還
暦
説
賀
刑
事
論
集
七
一
頁
以
下
、
刑
法
解
繹
の
諸
問
題
一
八
○
頁
以
下
）
、
草
野
豹
一
郎
、
不
作
爲
犯
と
刑
法
改
箆
草
案
（
中

　
央
大
學
五
十
週
年
記
念
論
丈
集
、
法
律
之
部
、
一
四
九
頁
以
下
、
刑
法
改
正
上
の
重
要
問
題
二
五
頁
以
下
）
、
安
李
政
吉
、
新
刑
法
に
於
け
る
不
作
爲
犯
論
（
人

　
格
主
義
の
刑
法
理
論
二
四
一
頁
以
下
）
、
佐
藤
孝
丈
、
新
刑
法
燈
系
に
於
け
る
不
眞
正
不
作
爲
犯
（
法
曹
會
雑
誌
一
五
巻
七
・
八
號
）
、
江
家
義
男
、
不
純
正
不

　
作
爲
犯
の
理
論
構
成
（
早
稻
田
法
學
第
一
九
巻
）
、
同
、
不
作
爲
犯
（
刑
事
法
講
座
第
一
巻
一
七
一
－
二
頁
）
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
娼
）
　
冨
・
国
。
冨
9
『
o
H
．
夢
薗
弓
O
・
匂
oo
．
一
〇
〇
〇
h
h
．

（
必
）
木
村
、
前
掲
書
二
五
二
頁
以
下
。

（
妬
）
逐
器
旦
目
o
智
魯
駐
旨
ぱ
冨
豊
昌
口
冒
岳
巨
富
凶
盆
B
q
暮
R
蕊
警
β
懸
盆
葵
3
ダ
お
聲
の
』
“
鰯
●
讐
旨
詐
評
9
ρ
9
Φ
審
魯
“

　
⑩
も
旨
o
げ
け
凶
g
日
国
璋
“
Φ
一
ー
ご
9
胆
o
の
o
昌
m
β
“
o
ロ
巽
目
o
o
げ
“
o
β
q
貿
酔
o
昌
毬
警
β
曳
o
一
詩
“
P
一
鵠
O
●

　
3
　
こ
の
よ
う
に
し
て
最
近
は
ド
イ
ッ
で
も
、
わ
が
國
で
も
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
を
結
局
は
構
成
要
件
該
賞
性
乃
至
は
構
成
要
件
の
解
繹

の
問
題
と
解
す
る
読
が
有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
否
、
む
し
ろ
今
日
で
は
こ
の
読
の
方
が
通
読
に
な
つ
て
い
る
と
云
つ
た
方
が
よ
り
正
し
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
覗
）

も
し
れ
な
い
。
こ
の
読
は
ナ
ー
グ
ラ
ー
に
よ
つ
て
提
唱
さ
れ
て
以
來
有
力
な
學
者
達
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
。
ナ
ー
グ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
リ
ヒ
ツ
ザ
ヨ
ル

1
は
註
（
3
5
）
本
文
に
明
ら
か
な
様
に
“
法
　
廷
”
一
二
巻
一
頁
以
下
に
お
い
て
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
間
題
を
從
來
の
誤
つ
た
所
在
場
所
か
ら

そ
の
正
し
い
所
在
場
所
に
移
し
て
始
め
て
叢
要
件
警
性
の
中
に
じ
か
も
不
作
薯
の
保
護
的
地
位
（
置
塁
量
凝
論
齋
た
と

い
う
こ
と
で
高
く
評
慣
さ
れ
て
い
る
。
も
つ
と
も
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
そ
の
教
科
書
第
五
版
（
一
九
五
六
年
）
に
至
り
、
ナ
ー
グ
ラ
ー
の
詮
に
封
し
て

　
　
　
　
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
　
　
　
（
二
九
一
）



　
　
　
不
眞
進
不
作
爲
犯
の
問
題
性
に
關
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
　
　
　
（
二
九
二
）

原
則
的
に
は
敬
意
を
表
し
な
が
ら
も
、
ナ
ー
グ
ラ
ー
は
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
の
所
在
が
”
構
成
要
件
中
構
成
要
件
的
行
爲
の
中
に
あ
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
酌
）

は
な
く
て
行
爲
者
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
”
と
い
う
批
到
を
加
え
て
い
る
。

（
弱
）
　
2
四
的
一
〇
ン
費
●
m
●
O
こ
O
ψ
国
↑
H
F
幹
い
R

（
蟹
）
旨
o
き
畦
器
F
o
o
菖
器
ぎ
・
ω
言
鑑
話
o
罫
≧
一
歴
目
Φ
甘
⑥
目
円
①
芦
ま
群
｝
ρ
嵩
。
葬
国
。
旨
電
0
5
鐸
碧
O
●
あ
●
け
ト
，
茄
昌
α
昊
9
凶
o
誉
日
雷
－

　
冨
ン
O
・
卜
蝿
算
弘
額
ざ
く
自
く
①
目
．
＜
一
一
●
叉
、
わ
が
國
に
お
い
て
は
小
野
、
前
揚
書
六
二
頁
、
同
、
刊
法
概
論
八
ん
頁
以
下
、
團
藤
重
光
、
刑
決
（
改
訂
版
）

　
五
二
ー
三
頁
、
柏
木
、
前
揚
書
、
と
く
に
九
七
頁
以
下
。
な
お
構
成
要
件
該
當
性
に
行
爲
者
性
と
い
う
こ
と
を
よ
り
彊
く
う
ち
出
し
て
い
る
の
は
≦
Φ
ぼ
包
｝

幹
量
守
Φ
o
騨
も
●
》
島
。
レ
o
㎝
9
m
●
嵩
o
髄
国
o
包
旨
屋
o
ギ
ビ
鶴
o
q
9
国
o
目
目
①
旨
程
”
吟
》
冒
F
お
㎝
9
の
●
9

（
銘
）
乞
麗
一
舞
も
・
四
．
O
‘
O
の
・
切
画
“
け
あ
・
罫

（
姐
）
O
輿
髭
β
宏
β
警
画
冒
躍
な
い
し
O
霞
嘗
富
昌
づ
律
o
諄
　
の
意
味
、
内
容
、
機
能
等
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
後
に
作
爲
義
務
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
ふ
れ
る

　
の
で
こ
こ
で
は
説
明
を
省
く
。

（
5
0
）
　
ミ
Φ
一
器
一
｝
m
●
鉾
O
‘
Oo
●
嶺
O
。

　
4
　
し
か
し
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
行
爲
者
性
（
白
鋒
R
8
冨
砕
）
に
封
す
る
老
慮
は
、
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
に
始
ま
つ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
す
で

に
論
明
の
必
要
も
な
い
程
明
ら
か
で
あ
る
。
帥
ち
、
ナ
チ
ス
時
代
に
お
い
て
、
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ
イ
ソ
、
ダ
ー
ム
等
い
わ
ゆ
る
キ
！
ル
學
派
と
呼
ば

れ
た
一
派
は
、
不
眞
正
不
作
爲
犯
の
問
題
を
當
罰
性
（
幹
畠
オ
響
盛
讐
Φ
彗
の
間
題
或
い
は
と
く
に
健
全
な
民
族
観
に
よ
つ
て
個
々
の
場
合
に
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

丁
定
さ
れ
る
べ
き
行
爲
者
類
型
（
誤
富
詳
署
）
の
間
題
と
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
読
は
勿
論
ナ
チ
ス
時
代
の
主
観
主
義
的
行
爲
者
刑
法
理
諭
と
の

關
係
を
ぬ
き
に
し
て
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
し
、
行
爲
者
類
型
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
類
型
読
月
暑
o
巳
魯
お
と
も
關
係
し
て
そ
の
功
罪
は
一
朝
に
し

て
は
論
じ
つ
く
せ
な
い
も
の
が
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
黙
の
追
究
を
直
接
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
後
に
作
爲
義
務
を
検
討
す
る
際
必
要

な
限
度
で
ふ
れ
る
に
止
め
る
こ
と
と
し
た
。
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9
S
9
聲
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亨
円
震
宏
o
再
．
あ
●
♂
鼻
二
逗
巨
ど
費
．
癖
9
田
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